
明
治
維
新
期
に
お
け
る
宿
駅
制
度
の
諸
問
題

(
三
)

1

売
荷
請
継
を
中
心
に
ー

増

田

廣

實

は

じ

め

に

明
治
維
新
期
の
宿
駅
制
度
は
、
慶
応
三
年
十
月
の
大
政
奉
還
以
後
、
明
治
五
年

の
宿
駅
制
度
廃
止
に
い
た
る
ま
で
の
期
間
、
明
治
政
府
に
よ
り
部
分
的
改
革
が
行

わ
れ
は
し
て
も
、
基
本
的
に
は
旧
幕
時
代
以
来
の
も
の
が
継
承
さ
れ
て
い
た
時
期

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
宿
駅
制
度
の
諸
問

題
は
、
す
で
に
旧
幕
時
代
に
端
を
発
し
た
も
の
が
、
積
年
に
わ
た
り
累
積
さ
れ
、

維
新
期
の
社
会
的
政
治
的
混
乱

の
中

で

一
層
深
刻
化
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、

新
政
府
に
よ
る
制
度
的
改
革
が
、
そ
れ
を
さ
ら
に

一
層
複
雑
化
し
、
混
乱
さ
せ
て

い
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
山
本
弘
文
教
授
等
先
学
の
業
績
を
手
が
か
り
と
し
て
、

宿
駅
制
度

の
終
末
期

で
あ
る
こ
の
時
期

に
焦
点
を
あ
て
、
宿
駅
制
度
の
中
で
ど
の

よ
う
な
問
題
が
生
じ
た
か
、
具
体
的
に
考
察
す
る
た
め
こ
の
時
期
を
段
階
的
に
整

理
し
、
次
の
三
期
に
区
分
し
た
。

1

慶
応
三
年
十
月
大
政
奉
還
よ
り
翌
四
年
閏
四
月
の
駅
逓
司
設
置
を
経
て
、

同
年
五
月
の
宿

・
助
郷
組
替
え
ま
で
の
期
間
。

2

慶
応
四
年
五
月
の
宿

・
助
郷
組
替
え
よ
り
明
治
三
年
三
月
の
定
立
人
足

・

定
郷
復
活
ま
で
の
期
間
。

3

明
治
三
年
三
月
の
定
立
人
足

・
定
郷
復
活
よ
り
同
五
年
八
月
の
宿
駅
制
度

廃
止
ま
で
の
期
間
。

こ
れ
ら
三
期
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
e

に
お
い
て
少
し
く
詳
し
く
述
べ
、各
期
に

生
じ
た
具
体
的
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
き
た
。
先
ず
e
で
は
第

一
期
を
対

象
に
、
戊
辰
戦
争
に
よ
る
軍
事
輸
送
の
増
大
を
背
景
と
し
て
起
る
宿

・
助
郷
聞
の

　　
　

紛
争

に

つ
い
て
、
甲
州
道
中
柳
町
駅
と
大
助
郷
間
の
問
題
を
中
心
に
述

べ
た
。

次

い
で
口

で
は
第
二
期
を
対
象
に
、
宿

・
助
郷
組
替
え
を
め
ぐ
っ
て
、
東
海
道
を

中
心
に
各
駅
附
属
を
命
じ
ら
れ
た
安
房

・
上
総

・
甲
斐

・
三
河

・
大
和

・
紀
伊

・

伊
勢
等
諸
村
と
宿

・
旧
助
郷
諸
村
と
の
紛
争
1

「駅
費
問
題
」
を
通
し
て
、

　　
　

こ
の
宿
駅
制
度
改
革

の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
第
三
期
を

対
象
と
し
て
、
定
立
人
足

・
定
助
郷
復
活
と
馬
継
立
の
自
由
化
が
行
わ
れ
、
や
が

て
相
対
継
立
会
社
設
立
と
宿

・
助
郷
廃
止

へ
と
進
展
す
る
中
で
、
そ
の
よ
う
な
政

策
転
換
を
生
み
だ
し
た
条
件
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
特
に
こ
こ
で
は
甲
州
道
中
甲

府
柳
町
の
場
合
を
重
点
的
に
と
り
あ
げ
た
い
。

註
(
1
)拙
稿

「明
治
維
新
期

に
お
け
る
宿
駅
制
度
の
諸
問
題

e

i
甲
州
道
中
甲
府
柳
町
駅
大
助

郷

一
件
を
中
心
に
ー
」
文
教
大
学
女
子
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
第
二
十
四
集
(
一九
八
〇
・
三
)
。

(
2
)拙
稿

「明
治
維
新
期
に
お
け
る
宿
駅
制
度

の
諸
問
題

口

-
静
岡
駅
等
駅
費
問
題
を
中
心

に
ー
」
文
教
大
学
女
子
短
期
大
学
部
研
究
第
二
十
五
集
二
九
八
マ
三
)。

定
立
人
足

・
定
助
郷
復
活
と
宿
駅
制
度
廃
止
へ
の
推
移

こ
こ
で
対
象
と
す
る
第
三
期
は
、
宿

・
助
郷
組
替
え
に
よ
り
宿

・
助
郷
を

一
体

化
し
て
、
宿
駅
機
能
を

一
層
強
化
し
よ
う
と
し
た
慶
応
四
年
五
月
以
来
の
制
度
を

さ
ら
に
廃
止
し
、
定
立
人
足

・
定
助
郷
を
復
活
す
る
明
治
三
年
三
月
九
日
太
政
官

　
ユ

　

布
告
第
百
八
十
五
号
の
駅
逓
法
改
正
に
は
じ
ま
る
。

こ
れ
よ
り
先
、
慶
応
四
年
五
月
以
来
実
施
さ
れ
た
宿

・
助
郷
の
組
替
え
は
、
各

地

で
新
た
に
宿
駅

へ
の
附
属
を
命
じ
ら
れ
た
新
助
郷
諸
村

の

「不
勤
」
等
に
よ
る

抵
抗
の
た
め
、
全
く
の
空
文
と
な
り
、
宿
駅
機
能
は
強
化
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
崩

壊
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
旧
制

へ
の
復
帰
を
思
わ
せ
る
再
改
正
が
行

わ
れ
、
宿

・
助
郷
組
替
え
は
終
止
符
が
う
た
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
明
治
三
年
二
月
改
正
の
準
備
と
も
と
れ
る
布
告
が
民
部
省
か
ら
第

(1)
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百
六
十

一
号
を
も

っ
て
発
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
各
宿
駅

へ
の
附
属
村
々

は
、
三
月
晦
日
限
り
免
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
不
勤
等
の
駅
費
清
算
を
管

轄
府
藩
県
が
進
め
、
七
月
限
り
で
了
え
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
上
で
三
月

九
日
、
太
政
官
第
百
八
十
五
号
の
布
告

が
発
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は

「
一
昨
年
助
郷

改
正
被
仰
出
候
処
兵
馬
倉
卒
之
際

ニ
テ
純
然
之
釐
革

二
至
リ
兼
追
々
駅
郷
之
疾
苦

差
迫
リ
候
趣

二
付
差
向
駅
郷
救
助
之
タ
メ
当
分
別
紙
駅
法
相
定
人
足
遣
制
限
相
立

(下
略
)」
と
い
う
主
旨
に
よ

っ
て
発

せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
同
太
政
官
布

告
は
、
別
紙

・
人
足
遣
制
限
表

・
駅
逓
改
正
表

・
諸
道
貫
目
改
所
定
則

・
郵
伝
規

則
か
ら
な
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
同
布
告

の
中
核
を
な
す
駅
逓
改
正
表

を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

駅
逓
改
正
表

今
般
駅
法
改
正
仰
出
候
に
付
差
向
東
海
道
之
分
左
之
通
相
定
候
条
駅
郷
共
労
逸

無
之
様
各
地
方
官
二
於
テ
取
締
方
可
致
候
事

=

昨
年
従
前
之
宿
立
人
馬
ヲ
廃
シ
大
中
小
路
之
駅
々
附
属
村
々
組
込
駅
郷
合
併

申
付
置
候
処
当
三
月
晦
日
限
リ
更
二
廃
止
ノ
事

一
四
月
朔
日
ヨ
リ

一
駅
人
足
百
人
定
立
申
付
候
条
正
路
二
相
勤
不
足
之
分
ハ
駅
場

近
傍
之
村
々
ニ
テ
当
分
相
当
之
助
郷
申
付
候
間
平
等
触
当
可
申
事

一
駅
々
人
足
賃
銭
当
四
月
朔
日
ヨ
リ
従
前
之
拾
倍
之
上
工
更
二
弐
倍
相
増
都
合
拾

弐
倍
増
ト
相
定
候
事

但
助
郷
人
足
之
分
ハ
右
拾
弐
倍
之
内
拾
倍
相
渡
残
弐
倍
ハ
駅
々
立
人
足
助
成

二
被
下
候
事

一
宿
馬
定
賃
銭
之
儀
当
分
被
廃
止
候
事

但
商
荷
其
外
相
対
賃
銭
ヲ
以
馬
継
立
候
儀
勝
手
次
第
且
駅
郷
都
合
二
寄
雖
御

用
物
人
足
荷
物
ヲ
馬
荷
物
二
振
替
候
儀
ハ
不
苦
候
事

一
馬
荷
物
定
賃
銭
ヲ
廃
止
都
テ
人
足
遣
ト
相
成
候
上
ハ
人
馬
相
対
雇
之
継
立
有
之

節
拾
弐
倍
之
割
合
ヲ
以
過
当
之
賃
銭
ヲ
不
貪
様
駅
逓
掛
之
地
方
官
ニ
テ
取
締
可

致
事

一
従
前
下
ケ
渡
候
駅
々
問
屋
飛
脚
給
米
被
召
上
今
般
宿
立
人
足
申
付
候
二
付
地
子

ハ
当
分
被
差
許
外

一
駅
米
三
十
五
石
宛
諸
入
費
ト
シ
テ
給
支
候
事

但
佐
屋
路
ハ
十
八
石
宛
給
支
候
事

一
駅
々
取
締
之
儀
ハ
向
後
地
方
ノ
官
員
出
張
之
筈
二
付
是
迄
之
取
締
役
名
目
併
苗

字
等
差
止
候
条
以
来
元
〆
役
ト
心
得
可
申
事

但
取
締
役
扶
持
ハ
以
来
不
被
下
候
事

(中
略
)

右
之
通
相
定
候
事

午
二
月

民

部

省

こ
の
駅
逓
改
正
表
に
よ

っ
て
わ
か
る
よ
う
に
、
従
来
の
宿

・
助
郷

一
体
化
に
よ

る
継
立
に
か
え
、
四
月

一
日
か
ら
定
立
人
足
を
復
活
し
、
不
足
の
分
は

「駅
場
近

傍
之
村
々
ニ
テ
当
分
相
当
之
助
郷
」
を
も

っ
て
継
立
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ

っ

た
。
し
か
も
、
従
来
の

「人
馬
」
と
も
に
宿
立
と
し
て
、
定
賃
銭
で
継
立
す
る
旧

幕
時
代
以
来
の
方
策
の
う
ち
、
馬
継
に
関
し
て
は
宿
立
と
せ
ず
、
相
対
賃
銭
で
継

立
て
る
こ
と
と
し
、
人
足
荷
物
を
馬
荷
物
に
振
替
え
る
こ
と
を
認
め
た
。
こ
う
し

た
方
策
が
と
ら
れ
る
こ
と
は
、
問
屋
の
公
用
継
立
業
務
の
縮
少
を
意
味
し
た
か
ら
、

従
来
支
給
さ
れ
た
問
屋
給
米

・
継
飛
脚
給
米
を
廃
止
し
、
定
立
人
足
、
助
郷
復
活

に
ょ
る
宿
駅
負
担
増
加
に
対
し
て
は
、
さ
き
の
改
正
で
廃
止
さ
れ
た
地
子
免
除

・

助
成
米
を
復
活
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た
。
ま
た
、
先
の
改
正
で
お
か
れ
た
伝
馬
所

取
締
役
は
、
地
方
官
員
を
駅
逓
掛
と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
廃
さ
れ
、
単
な

る
元
〆
役
と
し
て
扶
持
の
支
給
も
中
止
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
人
足
継
立
印

鑑
の
発
給
権
が
駅
逓
司
に
集
約
さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
宿
駅
に
常
駐
す
る
駅
逓
掛

　
ヨ

　

は

「駅
逓
司
之
法
則

二
従
ヒ
駅
法
取
締
」

に
あ
た
ら
せ
、
そ
の
名
前
を

「兼
而
民

　ざ

部
省

へ
可
届
出
事
」
を
命
じ
、
民
部
省

・
駅
逓
司
の
直
接
支
配
下
に
掌
握
す
る
よ

う
組
織
化
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
先
の
改
正
に
あ

っ
て
各
宿
駅

へ

の
附
属
助
郷
村
々
へ
の
命
令
が
、
駅
逓
司
か
ら
宿
駅
を
通
し
て
直
接
布
達
さ
れ
た

こ
と
に
比
較
す
る
と
、
府
藩
県
官
員
を
通
し
て
宿
駅
を
掌
握
す
る
こ
と
と
な
り
、

　
　

　

一
歩
後
退
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
改
正
表

に
い
う
よ
う
に

「差
向
」
東
海
道
に
つ
い
て
定
立
人
足
百
人
と
し

　
　

　

「当
分
」

の
措
置
と
し
て
、
定
助
郷
を
復
活
さ
せ
た
の
で
は
あ
る
が
、
翌
三
月
十

日
に
は
他
街
道
に
つ
い
て
も
規
則
を
定
め
る
た
め
、
実
地
の
見
込
を
取
調
べ
五
月

　ア
　

晦
日
迄
に
報
告
す
る
よ
う
各
府
藩
県
に
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
各
府
藩
県
か
ら

実
施

の
見
込
み
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
上
申
さ
れ
た
。
例
え
ば
中
山
道
二
十
六

(2)



明治維新期における宿駅制度の諸問題(三)

駅
を
は
じ
め
と
し
て
、
北
国
街
道

・
同
西
街
道

・
甲
州
街
道

・
伊
奈
街
道
等
七
十

四
駅
を
持
ち
、
大
小
多
数
の
藩
県
が
存
在
す
る
信
州
の
場
合
、
信
濃
藩
県
会
議
を

設
け
、
駅
逓
に
関
す
る
連
絡
調
整
を
行

っ
て
い
た
が
、
政
府
の
駅
逓
再
改
正
に
は

極
め
て
否
定
的
で
あ

っ
た
。
そ
の
理
由

は
、
慶
応
四
年
宿

・
助
郷

一
体
と
な
り
、

宿

・
助
郷
組
替
え
が
行
わ
れ
、
翌
明
治

二
年
藩
県
会
議
で
検
討
を
加
え
、
民
部
省

　
　
ソ

の
許
可
を
得
、
三
年
正
月
議
定
書
を
定

め
実
施
に
移

っ
た
の
に

「苦
楽
試
も
未
タ

不
行
届
」

の
状
態

で
の
再
改
正
は
、
極

め
て
不
適
切
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ

た
。こ

う
し
た
信
濃
藩
県
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
反
対
は
、
実
施
見
込
の
上
申
中
に
多

数
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
は
各
街
道
で
次
第
に
再
改
正
を
実
施
し
て
い

お
　

っ
た
。
三
年
六
月
二
十
五
日
太
政
官
布
告
第
四
百
二
十
二
号
を
も

っ
て
伏
見
か
ら

守

口
ま
で
四
駅
で
改
正
を
実
施
し
た
。

そ
し
て
翌
四
年
二
月
十
二
日
太
政
官
布
告

第
六
十
八
号
を
も
っ
て
東
海
道

・
中
山
道

・
伏
見

守

口
間

・
美
濃
路

・
陸
羽

道
中
に
つ
い
て
、
助
郷
の
請
證
文
を

一
村
限
取
立
、
さ
ら
に
差
村
帳
を
取
調
べ
差

(
11
)

出
す
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
助
郷

に
つ
い
て
は
、
旧
助
郷
あ
る
い
は
当
分
助

郷
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
村
々
以
外
、
駅
近
傍
の
元
社
寺
領
村
々
も
組
込
み
、
生
高

一
石
に
付

一
か
年
に
人
足

一
人
の
割
合

で
あ

っ
た
。
但
し
陸
羽
道
中
に
つ
い
て
は
、

定
立
人
足
の
他
、
定
立
馬
も
お
か
れ
た
た
め
、
生
高

一
石
に
付
馬
五
分
が
人
足
の

　ヨ

他
に
課
せ
ら
れ
た
。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
り
な
が
ら
、
明
治
三
年
三
月
九
日
太
政
官
布
告
第

百
八
十
五
号
に
は
じ
ま
る
駅
逓
改
正
は
、
次
第
に
全
国
的
に
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
こ
で
は
、
定
立
人
足

・
定
助
郷
復
活
を
軸
と
し
て
、

一
部
地
域
で
は
定
立
馬
は

あ

っ
た
と
し
て
も
、
大
部
分
の
地
域
で
は
定
立
馬
に
よ
る
継
立
は
行
わ
れ
ず
、
馬

継
立
は
自
由
化
さ
れ
、
相
対
賃
銭
に
よ
る
馬
継
立
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
人

足
に
よ
る
公
用
継
立
も
こ
う
し
た
相
対
馬
継
立

へ
の
振
替
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
う
し
た
馬
継
立
自
由
化
の
傾
向
は
、
当
然
の
帰
結
と
し
て
、
従
来
不

可
分
の
関
係
に
あ

っ
た
「人
馬
継
立
」
の
も
う

一
つ
の
面
、
す
な
わ
ち
人
足
継
立
の

自
由
化
i

相
対
賃
銭
に
よ
る
人
足
継
立

へ
の
方
向
を
生
み
だ
す
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
の
人
馬
相
対
継
立
の
考
え
方
は
、
三
年
三
月
九
日
太
政
官
布
告
第
百
八
十
五

号
が
出
さ
れ
て
か
ら
間
も
な
い
、
同
年
五
月
十
二
日
民
部

・
大
蔵
両
省
の
合
議
に

よ
っ
て
打
出
さ
れ
、
布
告
第
百
八
十
五
号
に
よ
る
駅
逓
改
正
の
実
施
と
平
行
し
て

進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
「宿
駅
人
馬
相
対
継
立
会
社
取
建
之
趣
意
説
諭

　ど

振
」
と
し
て
両
省
の
合
議
決
定
を
み
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
は
沿
道
各
駅
に

あ

っ
て
公
用
継
立
を
行
う
伝
馬
所
と
は
別
に
、
民
間
貨
客
の
継
立
を
行
う
相
対
継

立
機
関
と
し
て
会
社
設
立
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
各
駅
関
係
者

へ
の
説
諭

資
料
と
し
て
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の

「説
諭
振
」
が
出
さ
れ
る
と
、
駅
逓
司
で
は
官
吏
を
東
海
道
各
駅
に
派
遣

し
、
人
馬
相
対
継
立
会
社
の
設
立
を
勧
奨
し
た
。
そ
し
て
、
翌
四
年
五
月
に
は

　む

「説
諭
振
」
の
内
容
を
整
備
し

「陸
運
会
社
規
則
案
」
と
し
た
。
こ
れ
は

「旅
人

心
得
書
」
「社
中
申
合
」
「沿
道
駅
々
申
告
」

の
三
部
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
以

前
相
対
継
立
会
社
と
よ
ん
だ
も
の
を
、
陸
運
会
社
と
称
し
、
前
年
に
ひ
き
続
い
て

東
海
道
各
駅
に
官
吏
を
派
遣
し
、
会
社
設
立
を
勧
奨
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
四
年

　
　

七
月
二
十
七
日
太
政
官
布
告
第
三
百
八
十

一
号
を
も

っ
て
、
諸
道

一
般
相
対
継
立

仕
法

の
実
施
が
達
せ
ら
れ
た
か
ら
、
「人
馬
」
と
も
に
相
対
継
立
が
行
わ
れ
る
方

向
が
明
確
に
提
示
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

(16
)

こ
う
し
た
中
で
同
年
十

一
月
五
日
大
蔵
省
布
告
第
九
十

一
号
を
も

っ
て
東
海
道　セ

各
駅
陸
運
会
社
の
開
業
が
認
可
さ
れ
、
翌
五
年
正
月
十
八
日
太
政
官
布
告
第
十
号

を
も

っ
て
、
東
海
道
各
駅
伝
馬
所
が
廃
止
さ
れ
、
通
行
休
泊
等
す
べ
て

「相
対
」

賃
銭
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治
三
年
三
月
定
立
人
足

・
助
郷
復
活
の
中
で
は

じ
め
ら
れ
た
馬
継
立
自
由
化
-

相
対
賃
銭
の
実
施
は
、
各
駅
陸
運
会
社
の
設
置

に
よ
り
、
人
足
継
立
自
由
化

相
対
賃
銭
実
施

へ
と
発
展
し
、
定
立
人
足

・
助

郷
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
に
支
え
ら
れ
る
宿
駅
制
度
自
体
の
解
体
を
結
果
し
た
の
で

あ

っ
た
。

大
政
奉
還
以
後
、
と
も
あ
れ
旧
幕
時
代
以
来

の
宿
駅
制
度
を
継
承
維
持
し
て
来

た
明
治
政
府
が
、
宿

・
助
郷
組
替
え
に
よ

っ
て
継
立
機
能
の
回
復
を
計
る
政
策
を

放
棄
し
、

一
転
し
て
定
立
人
足

・
定
助
郷
を
復
活
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
と
平
行
し

て
馬
継
立
を
自
由
化
し
、
続
い
て
人
足
継
立
を
も
自
由
化
し
て
、

つ
い
に
は
宿
駅

制
度
の
解
体
を
は
た
し
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
政
策
転
換
を
取
る

に
い
た
っ
た
理
由
と
、
ま
た
そ
れ
を
可
能
に
し
た
も
の
は
何
で
あ

っ
た
の
か
次
に

考
察
し
て
み
た
い
。

註

(
1
)第
百
八
十
五
号

「駅
逓
規
則
ヲ
定

ム
」
(
「法
令
全
書
」
明
治
三
年
)。

(
2
)第
百
六
十

一
号

「
辰
年
以
来
駅
々
附
属
ノ
各
村
ヲ
免
シ
七
月
限
不
勤
ノ
村

々
処
分
ヲ
了
セ

(3)
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シ
ム
」
(右
同
)。

(
3
)(
4
)第
百
八
十
五
号

「駅
逓
規
則
ヲ
定

ム
」
中

別
紙

第
九
条
目

(右
同
)
。

(
5
)山
本
弘
文

「維
新
期
の
街
道
と
輸
送
」

五
〇
頁
～
五

一
頁

参
照
。

(
6
)「
長
野
県
史
」

近
代
史
料
編

第
七
巻

交
通

・
通
信

三
三

明
治
三
年
三
月

駅
逓

司
宛

須
坂
藩
駅
法
改
正
に

つ
き
伺

第
五
条
目

「
(
前
略
)駅
法
改
正
之
義
者
東
海
道

二

限
リ
、
尤
官
員
旅
行
人
足
遣
者

一
般
之
儀
与
可
心
得
事
」
。

(
7
)
第
百
九
十
号

「駅
法
改
正

二
付
府
県
実
地
ノ
予
図
ヲ
具
申
セ
シ
ム
」

第
百
九
十

一
号

「駅
法
改
正
二
付
諸
藩
実
地
ノ
予
図
ヲ
具
申
セ
シ
ム
」

(「法
令
全
書
」
明
治
三
年
)。

(8
)
「長
野
県
史
」

近
代
史
料
編

第
七
巻

交
通

・
通
信

二
五

明
治
三
年
正
月

駅
逓
改

正
信
濃
全
国
藩
県
会
議
議
定
書
。

(
9
)右
同
。
明
治
三
年
四
月

駅
法
改
正
に
つ
き
信
濃
各
藩
見
込
書

松
代
藩
部
分
。

(
10
)第
四
百
二
十
二
号

「城
州
伏
見
ヨ
リ
河
州
守

口
迄

四
ヶ
駅
規
則
改
正
」
(
「法
令
全
書
」
明

治
三
年
)
。

(
11
)第
六
十
八
号

「
諸
街
道
宿
駅
助
郷
其
他
ノ
事
項
ヲ
査
点
セ
シ
ム
」

(右
同

明
治
四年

)。

(
12
)
陸
羽
道
中
千
住
ー
白
河
間
宿
定
立
人
足
二
十
人

・馬
十
疋
、
小
田
川
ー
佐
井
間
宿
定
立
人
足

十
人
・馬
五
疋
で
あ

っ
て
、

こ
の
場
合
馬
継
立
は
廃
止
さ
れ
て
い
な
い
。

(
13
)
「駅
逓
明
鑑
」

巻
四

第
十

一
編

陸
運
会
社

ノ
部

(郵
政
百
年
資
料
第
十
二
巻
)。

(
14
)右
同
。
巻
六

第
十
篇
。

(
15
)
第
三
百
八
十

一
号

「諸
道
駅
々
相
対
人
馬
継
立

ノ
仕
法
ヲ
査
点

セ
シ
ム
」
(
「法
令
全
書
」

明
治
四
年

)。

(
16
)第
九
十

一
号

「東
海
道
駅
々
陸
運
会
社
開
業
ヲ
許
ス
」
(
右
同
)。

(
17
)
第
十
号

「東
海
道
伝
馬
所

ヲ
廃
シ
諸
官
員
通
行
休
泊
等
相
対

ヲ
以
テ
処
弁
セ
シ
ム
」
(右

同
明
治
五
年
)。

二

人
馬
継
立
の
自
由
化

1

公
用
継
立
の
減
少

明
治
三
年
三
月
九
日
、
太
政
官
布
告
第
百
八
十
五
号
に
よ
る
駅
逓
改
正
は
、
定

立
人
足

・
助
郷
の
復
活
と
同
時
に
馬
継
立
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
自
由
化
し
た
。
こ

の
馬
継
立
の
自
由
化
は
、
馬
継
立
か
ら
人
足
継
立

へ
と
さ
ら
に
拡
大
し
て
行
き
、

つ
い
に
明
治
五
年
各
駅
陸
運
会
社
の
設
立
に
よ
る
人
馬
継
立
の
相
対
継
立
の
実
施

を
生
み
、
宿
駅

・
助
郷
制
度
の
解
体
に
い
た

っ
た
。

以
上
の
経
緯
は
す
で
に
前
章
で
詳
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
明
治

政
府
に
よ
る
明
治
三
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
の
宿
駅
制
度
解
体
の
方
向
は
、
ど
の

よ
う
な
条
件
の
下
で
行
わ
れ
る
に
至

っ
た
か
、
そ
の
理
由
を
考
え
る
と
、
そ
の
第

一
に
あ
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
明
治
維
新
期
の
政
治

・
社
会
的
混
乱
の
終
熄
と
、
そ

れ
に
と
も
な
う
公
用
継
立
そ
の
も
の
の
減
少
に
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

表
1
は
、
明
治
元
(慶
応
四
)年
五
月
よ
り
同
三
年
二
月
ま
で
の
東
海
道
静
岡
宿

で
の
人
馬
遣
高
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
元
年
五
月
駅
法
改
正
に
よ
り
、
宿

・
助
郷

組
替
が
行
わ
れ
静
岡

・
丸
子

・
岡
部

・
藤
枝

・
島
田
五
駅
に
甲
州
村
々
が
附
属
を

命
じ
ら
れ
た
た
め
生
じ
た
、
い
わ
ゆ
る
駅
費
問
題
の
際
静
岡
駅
よ
り
提
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
対
象
期
間
は
、
元
年
五
月
か
ら
三
年
三
月
の
駅
逓
再

改
正
ま
で
で
あ
り
、
本
稿
で
い
う
第
二
期
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ

る
と
、
こ
の
期
間
は
さ
ら
に
ほ
ぼ
三
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

明
治
元
年
五
月
か
ら
十

一
月
に
か
け
て
人
馬
継
立
量
が
急
増
加
し
て
い
っ
た
時
期
、

同
十
二
月
か
ら
翌
年
四
月
に
か
け
て
、
前
期
よ
り
や
や
減
少
は
す
る
が
ほ
ぼ
横
ば

い
が
続
く
時
期
、
同
五
月
の
減
少
と
そ
れ
に
続
く
第
二
の
横
ば

い
の
時
期
と
の
三

期

で
あ
る
。

こ
の
史
料

で
は
五
月
以
前
の
東
征
軍
の
静
岡
通
過
時
の
人
馬
継
立
等
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
十
月
の
明
治
天
皇
の
東
京

へ
の
東

幸
、
十
二
月
の
京
都

へ
の
還
幸
、
翌
二
年
三
月
の
再
東
幸
に
よ
る
公
用
人
馬
継
立

の
急
増
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
政
治
的

・
社
会
的
安
定
に

し
た
が

っ
て
次
第
に
公
用
人
馬
継
立
の
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
二
年

五
月
の
函
館
戦
争
の
終
結
、
翌
六
月
の
版
籍
奉
還
等
を
経
て
、
七
月
の
二
官
六
省

の
設
置
な
ど
の
国
内
政
治
の
動
向
が
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
こ
の

三
年
二
月
以
降
に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

一
応
藤
枝
駅
な
ど
の
数

　
ユ

　

値
か
ら
は
こ
う
し
た
減
少
傾
向
は
続
い
た
と
考
え
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
な
公
用
継
立
の
減
少
は
、
政
府
に
よ
る
人
馬
遣
高
制
限
に
も

一
因
が

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
よ
う
な
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
宿

・
助
郷
組
替
え
後
の
附
属
諸
村
の

「不
勤
」
に
悩
む
政
府
は
、
再
東
幸

の
た
め
の
継
立
人
馬
獲
得
を
目
的
に
二
年
二
月
二
十
九
日
か
ら
四
月
晦
日
に
限
り
、

　　
　

従
来
の
遣
高
に
比
し
て
大
幅
減
少
を
行

っ
た
。
こ
の
措
置
は
、
そ
の
後
、
四
月
二

　
ヨ
　

十
七
日
付
の
民
部
官
布
告
で
五
月
以
降
も
継
続
と
な

っ
た
が
、
三
年
三
月
九
日
の

布
告
第
百
八
十
五
号
に
よ
り

一
層
厳
し
い
制
限
が
加
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
前
年

二
月
の
布
告

で
使
用
を
認
め
ら
れ
て
い
た
馬
継
立
も
、
馬
継
立
の
自
由
化
の
中

で

相
対
賃
銭
と
な
り
、
私
用
で
の
旅
行
は
在
職
非
役
と
も
す
べ
て
人
足
賃
も
馬
同
様

相
対
賃
銭
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
公
用
継
立
に
関
し
行
わ
れ
た
人
馬
遣
高
の
制

限
は
、
当
然
な
こ
と
な
が
ら
公
用
継
立
の
縮
少
を
意
図
す
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、

(4)



明治維新期における宿駅制度の諸問題(三)

東海道静岡駅公用人馬遣高表1

人馬数
年月

人足 馬

明治1年5月
人

3,475.4

疋

493

6 8,010.2 964

7 6,968.2 923

8 6,500.1 1,131

9 8,741.1 1,053

10 12,268.0 1,251

11 15,.748.3 1,_794

12 14,685.9 2,255

2年1月 9,395.5 1,891

2 9,095..7 2,230

3 11,078.'5 2,018

4 10,686.7 2,165

5 6,037.0 353

6 5,087.2 1,044

7 7,520.3 1,870

8 5,928.4 1,397

9 6,308.9 1,387

1,339

1,791

6,187.6

7,472.7

10

11

そ
う
し
た
縮
少
政
策
は
、
公
用
継
立
の
み
で
な
く
、
こ
れ
に
準
ず
る
取
扱
い
を
う

け
で
い
た
各
種
の
継
立
に
も
及
び
、
定
賃
銭
か
ら
相
対
賃
銭
へ
と
移
行
さ
せ
ら
れ

て
い
っ
た
。
例
え
ば
三
都
定
飛
脚
問
屋

の
東
海
道
で
の
月
間
九
十
三
駄
の
定
賃
銭　　

　

十
倍
増
で
の
継
立
は
、
二
年
四
月
定
賃
銭
増
が
布
告
さ
れ
る
と
と
も
に
廃
さ
れ
、

ま
た
同
年
六
月
九
日
従
来
諸
国
社
寺
が
定
賃
銭
で
人
馬
継
立
を
行

っ
て
き
た
特
権

を
廃
し
、
全
て
相
対
賃
銭
と
し
、
御
用

の
場
合
支
配
府
県
の
印
鑑
を
請
け
た
者
の

　
　
　

み
定
賃
銭
で
の
継
立
を
認
め
、
版
籍
奉
還
後
の
同
年
九
月
二
十
四
日
諸
藩
蔵
物

の

　　
　

 継
立
も
ま
た
相
対
賃
銭
と
し
た
な
ど
の
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な

一
連
の
公
用
継
立
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
諸
継
立
の
制
限
と
縮

少
、
相
対
賃
銭

へ
の
移
行
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
宿

・
助
郷
諸
村
の
負
担
減
を
主

眼
と
し
な
が
ら
も
、
結
果
的
に
は
公
用
継
立
の
減
少
を
も
た
ら
し
、
公
用
継
立
以

外
の

一
般
の
相
対
賃
銭
に
よ
る
継
立
を

一
段
と
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
す

な
わ
ち
公
用
継
立
に
対
す
る

一
般
諸
荷
物
の
継
立
の
増
加
は
、
幕
末
以
来
の
海
外

貿
易
の
刺
戟
の
下
で
の
商
品
経
済
の
発
展
と
輸
送
需
要
の
増
大
に
さ
さ
え
ら
れ
な

が
ら
、
こ
こ
に
い
た

っ
て
さ
ら
に
、
宿
駅
機
能
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
商

品
輸
送
を
軸
と
し
た
運
賃
の
高
騰
と
相
対
賃
銭
の
拡
大
を
生
む
に
い
た
っ
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
な
ら
ば
宿
駅
制
解
体
を
招
い
た

一
因
と
考
え
ら
れ
る
公

用
継
立
減
少
の
対
局
に
あ

っ
た

一
般
諸
荷
物
継
立
の
増
加
と
発
展
に
つ
い
て
、
次

に
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

12 6,250.0 1,641

3年1月 4,237.2 925

2 5,579. .7 1,326

計 177,282.6 31,239

 

2

註1山 梨県立 図書 館 所蔵 「太 田家文著」太

096.8-43中 「東海道静岡宿人足遣月 〆帳

写」より作製。

公用継立人馬駅助郷分担高表2

駄 静 岡 藤 枝

人

足

駅 7,770人 7,983.1人

助郷 25,925人 21,455.1人

計 33,695人 29,438.2人

馬

駅 4,564疋 4,423疋

助郷 0疋 801疋

計 4,564疋 5,224疋

 

一
般
諸
荷
物
継
立
の
増
加
と
発
展

註1.期間明治1年5月 ～9月

2.山 梨 県立 図書 館所 蔵 「太 田 家文書」太

096.8-43中 「東海道静岡市人足遣月 〆帳

之写」、「人馬賄金諸入用取調帳藤枝宿」

より作製。

一
般
諸
荷
物
継
立
の
増
加
に
つ
い
て
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
陸
上
輸
送

需
要
全
般
を
さ
さ
え
る
継
立
人
馬
の
供
給
に
つ
い
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の

た
め
に
前
節
で
と
り
あ
げ
た
維
新
期
宿

・
助
郷
組
替
え
の
行
わ
れ
た
明
治
元
年
五

月
か
ら
同
三
年
二
月
に
か
け
て
の
東
海
道
静
岡
駅
の
公
用
人
馬
継
立
に
つ
い
て
み

る
こ
と
と
す
る
。
表
1
に
よ
り
元
年
五
月
の
人
馬
継
立
数
を

一
〇
〇
と
し
て
、
各

月
の
人
馬
継
立
数
と
比
較
す
る
と
、
人
足
に
つ
い
て
は
、
最
高
で
あ
る
元
年
十

一

月
が
四
五
三
と
な
り
、
馬
は
元
年
十
二
月
が
四
五
七
と
な
る
。
そ
し
て
同
様
に
こ

れ
を
藤
枝
駅
に
つ
い
て
み
る
と
、
五
月
に
比
較
し
て
人
足
で
は
最
高
で
あ
る
元
年

　
ア

　

 

十
二
月
が
四
八
四
と
な
り
、
馬
は
同
じ
十
二
月
が
五

一
三
と
な
る
。
ま
た
、
表
2

は
同
年
五
月
か
ら
九
月
ま
で
五
か
月
間
の
静
岡

・
藤
枝
駅
で
の
人
馬
継
立
数
に
つ

い
て
、
宿

・
助
郷
各
村
の
負
担
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
静
岡

駅
で
は
人
足
の
約
二
三
%
を
駅
が
、
残
り
七
七
%
を
助
郷
各
村
が
負
担
し
、
ま
た

馬
は
駅
で
全
て
負
担
し
て
い
る
。
藤
枝
駅
で
は
人
足
の
約
二
七
%
を
駅
が
、
残
七

三
%
を
助
郷
各
村
が
負
担
し
、
ま
た
馬
は
駅
で
約
八
五
%
を
、
残
り

一
五
%
を
助

郷
各
村
が
負
担
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
二
つ
の
表
は
こ
の
時
期
の
公
用

人
馬
継
立
の
最
高
時
に
は
、
元
年
五
月
の
四

・
五
～
五
倍
の
継
立
の
輸
送
需
要
が

あ

っ
た
が
、
人
馬
い
ず
れ
も
宿

・
助
郷
の
負
担
に
よ

っ
て
こ
れ
を
満
し
た
こ
と
を

(5)
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示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
各
駅
に
は
言
う
ま
で
も
な
く
甲
州
諸
村
が
附
属
を
命
じ

ら
れ
た
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
甲
州
諸
村
か
ら
は
正
人
馬
が
助
郷
負
担
と
し
て

供
給
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
「賃
金
余
荷
」
が
行
わ
れ
、
雇
人
馬
に
よ
っ
て
そ
れ

は
賄
わ
れ
た
。
し
た
が

っ
て
、
駅
と
そ
の
近
隣
助
郷
諸
村
は
多
大
の
負
担
を
強
制

さ
れ
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
こ
う
し
た
膨
大
な
輸
送
需
要
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
の
潜
在
的
輸
送
力
を
駅
と
そ
の
近
隣
諸
村
は
保
有
し
て
い

た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ

っ
た
。
し
か
も
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
点
は
、
公
用
継

立
は
宿

・
助
郷
が

一
体
化
し
て
果
し
て
は
い
る
も
の
の
、
人
足
は
助
郷
が
主
と
な

り
、
馬
は
宿
駅
が
主
と
な

っ
て
負
担
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
宿

駅
が
人
足
に
比
し
て
輸
送
手
段
と
し
て
よ
り
能
率
的
で
あ
る
馬
を
常
備
し
、

一
段

と
専
業
化
し
た
馬
継
ぎ
を
中
心
と
し
て
宿
駅
の
継
立
機
能
を
維
持
す
る
に
い
た
っ

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
日
常

一
般
諸
荷
物
継
立

に
従
事
し
て
い
る
馬
は
、
宿
立
馬
と
し
て
賦
役
的
強
制
を
し
な
く
て
も
、
賃
銭
さ

え
折
合
え
ば
公
用
継
立

の
輸
送
需
要
に
対
し
て
も
、
そ
れ
を
満
し
得
る
状
態
に
ま

で
発
展
を
み
て
い
た
と
い
え
、
こ
の
点
人
足
に
つ
い
て
は
、
な
お
賦
役
的
強
制
な

し
で
は
輸
送
需
要
に
応
じ
得
な
い
面
を
残
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
東
海
道
静
岡

・
藤
枝
駅

で
の
宿

・
助
郷
組
替
え
の
時
期
で
の
人
馬

継
立
の
実
態
は
、
定
立
人
足

・
助
郷
復
活
と
馬
継
立
自
由
化
と
い
う
明
治
三
年
の

駅
継
再
改
正
の
条
件
が
す
で
に
宿
駅
内
部
に
作
り
だ
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と

い
え
よ
う
。
そ
こ
で
こ
う
し
た
馬
継
立

に
つ
い
て
独
自
の
発
展
を
続
け
て
き
た
内

陸
部

近
世
以
来
中
馬
輸
送
の
発
展

し
て
き
た
地
域
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、
こ

の
地
域
に
つ
い
て
さ
ら
に
次
に
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

図
は
甲
府
柳
町
駅
諸
荷
物
取
扱
人
高
橋
平
右
衛
門
が
、
明
治
二
年

「御
用
留
日

　ヨ
　

記
」
中
に
書
留
め
た
当
時
の
諸
荷
物
継
立

の
記
録
に
、
近
世
以
来
の
商
品
輸
送
路

を
補

っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
継
立
範
囲
を
み
る
と
、
西
は
信
州
飯
田
か
ら
美
濃

大
垣

・
近
江
彦
根

・
大
津
か
ら
京
都

・
尾
張
名
古
屋
方
面
に
至

っ
て
い
る
が
、
中

心
は
信
州
南
部
飯
田

・
松
本
か
ら
東
側
信

.
甲

.
駿

.
相

・
武
州
に
か
け
て
の
地

域
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
相
当
広
範
囲
の
地
域

へ
の
継

立
は
、
宰
領
荷
物
あ
る
い
は
中
馬
荷
物
と
し
て
輸
送
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
馬
継
立
が
主
で
あ
り
、
舟
運
が
こ
れ
を
補
う
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
も

こ
こ
で
は
、
幕
末
以
来
の
海
外
貿
易
を
反
映
し
、
新
し
い
輸
送
需
要
に
対
応
し
な

が
ら
、
よ
り
有
利
な
輸
送
路
と
輸
送
方
法
を
開
発
し
、
新
し
い
発
展
を
遂
げ

つ
つ

あ

っ
た
。
そ
の
様
子
を
先
述
し
た
高
橋
平
右
衛
門
の

「御
用
留
日
記
」
を
中
心
に

み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
横
浜

へ
の
生
糸
継
立
は
、
文
久
三
年
甲
府
商
人
の
出
荷
は
二
六

一
貫
、

信
州
か
ら
甲
府
を
通
過
す
る
も
の
二
七
九
〇
貫
と
合
せ
て
三
〇
五

一
貫
で
あ

っ
た

が
、
五
年
後
の
明
治
元
年
に
は
、
甲
府
商
人
の
出
荷
量
は
二
五
七
三
貫
余
と
急
増

　　
　

し
、
文
久
三
年
当
時
の
十
倍
に
甲
府
か
ら
の
出
荷
量
は
増
え
、
横
浜
か
ら
甲
府

・

信
州
方
面

へ
は
唐
糸

(輸
入
綿
糸
)
金
巾

(輸
入
綿
布
)

・
砂
糖
な
ど
が
継
立
て

　リ
ソ

ら
れ
、
海
外
貿
易
を
反
映
し
た
新
し
い
輸
送
需
要
に
対
応
す
る
馬
継
立
の
活
況
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
輸
送
路
に
つ
い
て
も
様
々
な
路
筋
を
利
用
し
、
経

費
と
時
間
の
節
約
を
考
え
、
よ
り
有
利
の
方
法
を
と
り
、
輸
送
の
経
済
性
の
向
上

に
努
力
し
て
そ
の
発
展
に
努
め
て
い
る
。
例
え
ば
横
浜
ま
で
の
輸
送
に
つ
い
て
も

甲
州
道
中
を
上
野
原
駅
か
ら
吉
野
駅
に
至

っ
た
後
、
三
ケ
木

・
久
保
沢

・
原
町
田

経
由
の
陸
路
の
他
、
相
模
川
を
荒
川
ま
で
舟
運
に
よ
り
久
保
沢
を
経
由
す
る
場
合

と
、
荒
川
か
ら
さ
ら
に
磯
部
ま
で
舟
運
に
よ
り
横
浜
に
至
る
輸
送
路
が
と
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
東
京

へ
の
経
路
に

つ
い
て
も
、
甲
州
道
中
を
上
野
原
駅
か
ら
八
王
子

を
経
て
東
京
に
達
す
る
も
の
の
他
、
甲
州
道
中
を
避
け
、
上
野
原
駅
か
ら
佐
野
川

下
岩

・
案
下
峠

(和
田
峠
)
を
経
て
恩
方
力
石

・
福
生
に
達
し
て
玉
川
上
水
を
利

用
し
四
谷
を
経
て
東
京
に
達
す
る
も
の
等
が
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
の
輸
送
路
の
う
ち
河
川
舟
運
の
利
用
は
、
利
用
距
離
が
短
く
と
も
、
輸

送
能
率
と
経
済
性
の
向
上
に
は
極
め
て
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
明

治
三
年
八
月
玉
川
上
水
の
舟
運
が
政
府
に
よ

っ
て
許
可
さ
れ
る
と
、
直
ち
に
そ
の

　
　
　

利
用
が
は
じ
め
ら
れ
た
。
そ
の
様
子
は

「御
用
留
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
福
生
川
岸

か
ら
四
谷
大
木
戸
ま
で
玉
川
上
水
十
里
の
舟
賃
が

一
駄
分

一
〆
八
三
二
文
、
四
谷

か
ら
下
町
ま
で

一
里
半
の
駄
賃
が

一
〆
四
百
文
で
あ
り
、
舟
賃
が
低
廉
で
あ
る
こ

と
は
、
こ
う
し
た
新
し
い
輸
送
方
法
を
逸
早
く
採
用
す
る
理
由
で
あ
り
、
内
陸
運

輸
発
展
に
大
き
な
刺
戟
と
な

っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
数
的
に
も
端
的
に
あ
ら
わ
れ

て
お
り
、
恩
方
力
石
で
の
継
立
量
は
明
治
三
年

=
二
九
駄
か
ら
、
翌
四
年
に
は

一

　ヨ

七
七
七
駄

へ
と
、

一
挙
に

一
三
倍
も
の
増
加
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
取
り
も
直
さ

ず
新
し
い
輸
送
路
と
輸
送
方
法
の
開
発
に
よ
る
輸
送
需
要
の
喚
起
で
も
あ

っ
た
。

以
上
の
よ
う
に

一
般
諸
荷
物
継
立
の
増
加
は
、
公
用
継
立
の
減
少
と
相
関
し
な

(6)
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が
ら
発
展
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
輸
送
需
要

へ
の
対
応
は
、
馬
継
立

を
軸
と
し
て
相
当
な
増
加
が
あ

っ
た
に
し
て
も
継
立
を
充
足
す
る
こ
と
の
で
き
る

と
こ
ろ
ま
で
至

っ
て
い
た
と

い
え
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
馬
継
立
を
自
由
化
し
、

さ
ら
に
相
対
継
立
会
社
設
立
等
に
よ
り
宿

・
助
郷
制
度
の
廃
止
を
可
能
と
す
る
た

め
の
条
件
が
、
す
で
に
宿
駅
制
を
含
む
陸
上
輸
送
体
系
そ
れ
自
体
の
中
に
熟
成
し

は
じ
め
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
馬
継
立
を
軸
と

す
る
陸
上
輸
送

の
中
に
あ

っ
て
、
政
府

に
よ
る
馬
継
立
の
自
由
化

・
相
対
継
立
会

社
設
立
の
動
き
と
絡
み
あ
い
な
が
ら
、
馬
継
立
自
体
に
ど
の
よ
う
な
新
し
い
動
向

が
生
じ
て
く
る
の
か
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
こ
で
は
、
馬
継
立
自
体
が
本
来
も

っ
て
い
る
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
組
織
化
し
て
い
き
、
相
対
継
立
会
社

へ
と
脱
皮

し
て
い
く
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

甲
州
道
中
柳
町
駅
売
荷
請
継

ま
ず
定
立
人
足

・
定
助
郷
の
復
活
か
ら
宿

・
助
郷
の
廃
止
に
い
た
る
第
三
期
を

概
観
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

明
治
三
年
三
月
九
日
太
政
官
布
告
第
百
八
十
五
号
の
駅
逓
再
改
正
は
、
「差
向

東
海
道
」
で
開
始
さ
れ
、
そ
の
後
次
第
に
各
街
道
に
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か

し
、
早
く
も
二
か
月
後

の
五
月
十
二
日
に
は
、
民
部

・
大
蔵
両
省
の
合
議
に
よ
り

「宿
駅
人
馬
相
対
継
立
会
社
取
立
」

の
方
針
が
決
定
し
、
こ
れ
ま
た
東
海
道
各
駅

に
、
公
用
継
立
の
伝
馬
所
と
別
に
民
間
貨
客
継
立

の
た
め
の
相
対
会
社
設
立
の
勧

奨
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
方
針

は
さ
ら
に
強
化
さ
れ
、
翌
四
年
五
月
に
は

「陸
運
会
社
規
則
案
」
と
し
て
東
海
道
各
駅
に
内
諭
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
は

民
間
貨
客
継
立
の
み
で
な
く
、
公
用
継
立
も
含
め
る
考
え
方

へ
と
変
り
、
七
月
二

十
七
日
に
は
太
政
官
布
告
第
三
百
八
十

一
号
を
も

っ
て
、
伝
馬
所
と
混
淆
し
な
い

よ
う
取
扱
請
負
人
を
定
め
る
こ
と
を
命
じ
た
。
そ
し
て
つ
い
に
四
年
末
か
ら
五
年

初
頭
に
か
け
東
海
道
に
各
駅
陸
運
会
社
が
設
立
さ
れ
、
伝
馬
所

・
助
郷
の
廃
止
を

み
た
。
他
の
諸
街
道
の
そ
れ
は
八
月
末

日
限
り
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
政
府
の
手
に
よ
る
定
立
人
足

・
定
助
郷
の
復
活
か
ら
さ
ら
に
相
対
継

立
会
社
設
立

へ
の
方
向
と
は
別
に
、
馬
継
立
の
中
に
も
新
し
い
動
き
が
生
じ
て
来

た
が
、
そ
の
早
い
時
期
に
起

っ
た
例
と

し
て
、
甲
州
道
中
甲
府
柳
町
駅
と
近
隣
各

駅
の
場
合
を
あ
げ
次
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

明
治
二
年
十

一
月
、
甲
州
道
中
甲
府
柳
町
駅
売
荷
取
扱
人
平
右
衛
門

・
同
町
家

　ゑ

　ぜ

持
惣
代
上
組
幸
三
郎

・
同
宇
八
の
三
名
か
ら
、
甲
府
政
衙
宛
に
出
願
し
た
次
の
よ

　
ハ
　

う
な
願
書
が
あ
る
。

(前
略
)
諸
商
人
荷
物
請
継
之
儀
問
屋
場
二
お
ゐ
て
取
扱
候
而
者
御
用
之
人
馬
遣

ひ
払
二
相
混
シ
候
二
付
町
内
相
談
之
上
平
右
衛
門
方
二
而
諸
継
賄
仕
候
然
ル
処
平

日
見
知
リ
之
馬
士
而
己
二
て
は
少
数
故
継
立
差
支
荷
主
井
宰
領
之
者
滞
留
致
無
益

之
雑
費
相
掛
迷
惑
二
及
候
問
隣
宿
抱
馬
者
勿
論
郡
中
村
々
百
姓
持
馬
市
中
δ
荷
物

附
出
シ
候
を
帰
り
馬
と
唱
へ
継
送
場
処
最
寄
之
馬
士
二
候
得
者
相
当
之
賃
銭
相
定

村
所
名
前
承
り
帳
面
二
印
置
送
り
状
相
添
荷
物
相
渡
シ
継
払
候
旧
習
二
御
座
候
処

既
去
月
二
十
五
日
平
右
衛
門
以
書
付
御
訴
奉
申
上
候
西
洋
木
綿
糸
四
箇
韮
崎
宿
馬

士
と
偽
り
い
つ
れ
江
附
参
り
候
哉
未
穿
鑿
行
届
不
申
日
夜
心
配
罷
在
候
旦
亦
外
宿

方
二
お
ゐ
て
も
右
同
様
之
儀
侭
御
座
候
趣
承
り
付
而
者
向
後
入
念
取
扱
仕
候
二
者

(中
略
)
是
迄
旧
習
相
改
無
滞
継
立
相
成
候
様
市
中
6
帰
り
馬
之
御
仕
法
被
仰
付

被
成
下
置
度
偏
奉
願
上
候

(下
略
)

こ
れ
は
柳
町
駅
に
あ

っ
て
、
町
内
相
談
の
結
果
と
し
て
問
屋
の
公
用
継
立
の
混

雑
を
恐
れ
、
そ
れ
と
別
に
、
諸
商
人
荷
物
継
立
を
委
任
さ
れ
た
平
右
衛
門
が
、
信

州

へ
の
西
洋
木
綿
継
立
事
故
を
契
機
に

「帰
り
馬
之
仕
法
」
の
施
行
を
求
め
た
も

　む

の
で
あ
る
。
こ
の
継
立
事
故
は
十
月
二
十
五
日
の
訴
状
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ

っ
た
。
九
月
三
日
宰
領
牛
太
郎
と
い
う
者
が
、
信
州
諏
訪
郡
真
下
村
綿
屋
権
蔵
荷

物
と
し
て
西
洋
木
綿
四
箇
付
三
駄
を
廻
し
て
き
た
の
で
、
三

・
四
両
日
に
わ
た
り

送
り
状
を
添
え
韮
崎
問
屋
宛
継
立
て
た
。
と
こ
ろ
が
、
十
月
十
八
日
こ
の
う
ち

一

駄
が
不
着
と
い
う
こ
と
で
調
査
の
者
が
来
甲
し
た
の
で
驚
き
、
宰
領
持
ち
荷
物
に

間
違
の
あ
る
筈
が
な
い
と
調
査
し
た
結
果
、
三
駄
の
馬
士
の
う
ち
韮
崎
宿
孫
作
と

名
乗
る
者
に
輸
送
を
依
頼
し
た

一
駄
が
不
着
で
あ
る
こ
と
が
判
明
、
こ
の
孫
作
が

偽
名
を
使

っ
て
詐
取
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い
う
事
件
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
事
件
は
訴
状
中
に
も

「外
宿
方

二
お
ゐ
て
も
右
同
様
之
儀

　
ヨ

侭
御
座
候
」
と
言
う
よ
う
に
そ
う
珍
し
い
事
件
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
事
故

を
防
ぐ
た
め
の
対
策
と
し
て
は
、
帰
り
馬
に
輸
送
を
依
頼
せ
ず
、
宿
仕
立
馬
で
請

人
を
取
っ
て
輸
送
を
依
頼
す
る
方
法
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
毎
日
多
数
の
輸
送
を

(s)
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扱
う
の
に
、
そ
の
都
度
仕
立
馬
と
し
て
請
人
を
取
る
こ
と
は
不
便
で
あ
り
、
実
行

不
可
能
で
あ
る
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
そ
こ
で
こ
う
し
た
馬
士
の
不
正
を
防
ぐ
方

法
と
し
て
、
前
掲
の
訴
状
提
出
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
危
険

が
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
帰
り
馬
を
利
用
す
る
最
も
大
き
な
理
由
は
、
帰
り
馬

　ま

は
仕
立
馬
に
比
較
し
て
賃
銭
が
三
三
%
ほ
ど
安

い
と
い
う
た
め
で
あ

っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
帰
り
馬
利
用
を
確
実
に
す
る

こ
と
は
、
荷
主
は
も
と
よ
り
継
立
業
者
も

望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
は
安
い
賃
銭

で
円
滑
な
輸
送
を
可
能
に
す
る
だ
け
で

な
く
、
馬
士
の
駄
賃
稼
を
も

一
層
有
利

に
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
こ
に
荒
物
商

で
あ
り
荒
物
仲
間
惣
代
と
し
て
、
自
ら
も
荷
主
的
立
場
に
あ
る
と
同
時
に
、
柳
町

駅
の
諸
商
人
荷
物
取
扱
人
と
し
て
の
泉

屋
高
橋
平
右
衛
門
の
立
場
と
主
張
が
あ

っ

　　
　

た
と
い
え
る
。

こ
の
二
年
十

一
月
の
願
書
は
、
帰
り
馬
の
仕
法
を
施
行
し
て
欲
し
い
と
い
う
も

の
で
、
具
体
性
を
欠
い
て
い
た
上

「売
荷
之
儀
者
御
用
物
と
違
ひ
御
主
法
難
被
仰

付
」
と
い
う
理
由
を
も

っ
て

「何
と
か
取
計
方
可
有
之
篤
と
勘
考
致
シ
尚
又
可
奉

あ
　

願
候
」

こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、
翌
三
年
二
月
平
右
衛
門
は
、
東
京
伝

馬
町
の
出
稼
馬
に
鞍
判
を
捺
す
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
仕
法
書
を
立
案
し
、
「町

じ

内

一
同
衆
議
之
上
至
当
之
儀
と
御
決
評
相
成
候

ハ
丶
御
政
衙
様
江
御
願
被
成
下

ヨ
　

度
」
と
、
柳
町
上
町
宛
に
提
出
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
柳
町
で
は
検
討
の
上
、
こ

の
仕
法
書
を
至
当
と
し
て
許
可
を
求
め
る
願
書
を
、
柳
町
駅
家
持
総
代
上
組
宇
八

　　
　

他
三
名
連
名
を
も

っ
て
提
出
し
た
の
で
あ

っ
た
。

　お
ソ

仕

法

書

　

一
宿
々
抱
馬
士
者
勿
論
郡
中
村
々
農
隙
稼
馬
士
及
中
馬
稼
之
者
甲
府
市
中
諸
商
売

荷
物
附
出
候
二
者
目
印
札
差
出
シ
置
所
持
無
之
馬
士
に
者
荷
物
相
渡
シ
不
申
候

事

尤
手
馬
荷
物
之
儀
者
是
造
通
取
扱
之
事

一
目
印
札
渡
シ
方
之
儀
者
出
稼
馬
士
其
処
之
役
人
6
人
別
添
書
并
当
人
必
用
之
荷

鞍
持
参
二
而
申
出
次
第
目
印
札
表
二
番
号
相
認
裏
二
者
其
者
名
前
并
年
号
月
日
書

載
荷
鞍
江
割
印
致
シ
差
出
シ
可
申
事

但
目
印
札
取
落
シ
候
儀
有
之
い
つ
れ
之
者
持
参
可
致
哉
も
難
計
候
間
右
印
札

所
持
致
シ
居
候
と
も
荷
鞍
二
無
印
之
馬
士
ハ
勿
論
割
印
符
合
不
致
候
而
者
荷

物
相
渡
シ
不
申
候
事

目
印
札
雛
形

荷
鞍
割
印

仕
法
書

二
ヶ
条
目

出
稼
馬
士
江
差
出
し
候
目
印
札
雛
形

二
御
座
候

印

鑑

9)

 

仕
法
書
第
四
条
目

目
印
札
差
出
シ
候
以
前
隣
宿
江
相
廻
シ
置
候
印
鑑
二
御
座
候
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一
宿
々
抱
馬
士
者
其
駅
之
目
印
札
可
為
持
甲
府
近
在
諸
処
出
稼
馬
之
分
者
柳
町
駅

二
而
差
出
其
外
郡
中
村
々
出
稼
馬
士
井
中
馬
稼
之
者
其
村
最
寄
之
宿
方
へ
申
出

目
印
札
貰
請
所
持
可
致
候
尤
宿
々
二
お
ゐ
て
右
目
印
札
料
或
者
世
話
料
等
請
取

不
申
候
事

　

一
目
印
札
差
出
候
以
前
右
印
鑑
宿
々
δ
柳
町
駅
江
相
廻
シ
置
柳
町
駅
δ
ハ
隣
宿
へ

差
出
シ
置
可
申
事

　一
何
れ
の
宿
方
二
而
も
目
印
札
差
出
シ
候

ハ
丶
即
日
其
当
人
之
名
処
井
目
印
札
番

号
月
日
等
剪
紙

二
認
柳
町
駅
江
通
達

可
致
候
尤
柳
町
駅

二
而
差
出
シ
候
分
者
右

同
様
早
々
隣
宿

へ
断
り
書
相
廻
シ
可
申
事

　

一
目
印
札
若
取
落
シ
紛
失
等
致
シ
候
ハ
丶
早
々
可
相
届
旨
右
印
札
井
鞍
判
差
出
シ

候
節
其
馬
士
江
可
申
聞
置
候
事

一
目
印
札
紛
失
致
シ
候
馬
士
6
届
出
候
ハ
丶
其
番
号
札
者
取
用
二
不
相
成
候
事

但
シ
替
目
印
札
相
渡
シ
候
二
者
紛
失
札
之
番
号
ハ
不
書
載
其
節
出
シ
順
之
番

　

号
相
認
新

二
差
出
シ
右
之
趣
其
宿
方
6
早
々
柳
町
駅
江
可
断
同
駅
よ
り
ハ
隣

宿

へ
断
り
置
可
申
事

そ
の
後

「稼
馬
士
仕
法
」
と
よ
ば
れ
た
こ
の
仕
法
書
を
み
て
第

一
に
気
付
く
こ

と
は
、
二
年
十

一
月
に
は
柳
町
駅
で
対
象
と
し
て
い
た
馬
士
は
漠
然
と

「帰
り
馬

士
」
と
の
み
し
て
い
た
も
の
が

一
段
と
明
確
と
な

っ
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
三
年
二

月
の
段
階
で
は

「宿
々
抱
馬
士
」

・

「郡
中
村
々
農
隙
稼
馬
士
」

・

「中
馬
稼
」

と
対
象
を
明
確
に
し
、
柳
町
駅
に
関
わ
る
馬
士
の
全
て
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
し

か
も
、
対
象
を
拡
大
し
た
の
み
で
な
く
、
目
印
札
を
持
た
な
い
馬
士
は

「甲
府
市

中
諸
売
荷
物
附
出
」
に
あ
た
り
荷
物
輸
送
か
ら

一
切
締
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
う
し
た
厳
し
い
措
置
を
目
指
す
仕
法
書
は
、
許
可
さ
れ
た
場
合
、
「東
者
石
和

宿
δ
上
野
原
宿
造
西
者
韮
崎
6
教
来
石
宿
井
巨
摩
郡
鰍
沢
宿
」
と
言
う
甲
州
道
中

　　

を
中
心
に
、
甲
州

一
円
へ
の
施
行
が
求

め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
宿
々
抱
馬
士
は
そ

れ
ぞ
れ
の
駅
の
目
印
札
を
も
っ
て
身
分
を
証
明
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
農
隙
稼

馬
士

・
中
馬
稼
馬
士
も
各
最
寄
駅
か
ら
目
印
札
を
発
行
し
て
も
ら
は
な
く
て
は
な

ら
な
か

っ
た
か
ら
で
あ

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
の
稼
馬
士
仕
法
が
柳
町
駅
で
の
諸
売
荷
物
発
送
に
関
す
る
も

の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
積
み
と
る
馬
士
の
身
分
に
つ
い
て
は
、
柳
町
以
外
の
各

宿
駅
の
証
明
-

目
印
札
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
点
を
持

つ
こ
と
に

他

な

ら

な

か

っ
た
。

し

た
が

っ
て
施

行

に

あ

た

っ
て

は

、
柳

町

駅

の
願
書

で

い
う

よ

う

に

一
片

の
通

達

で

す
む

も

の

で
は

な

い

こ
と

は
当

然

で
あ

っ
た

。

こ
の

た

め
、

　お
　

関
係
各
宿
駅
の
連
印
を
得
た
上
で
再
々
出
願
が
指
示
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
甲
州
道
中
上
野
原
宿
等
二
十
五
宿
駅
と
佐
久
往
還
中
条
宿
駿
州

往
還
鰍
沢
宿
の
都
合
二
十
七
宿
駅
連
印
の
上
、
惣
代
平
右
衛
門
等
か
ら
五
月
二
十

九
日
再
々
出
願
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
際
、
再
び
仕
法
書
が
提
出
さ
れ
た
が
、
先
に

掲
げ
た
仕
法
書
傍
線
の
部
分
は
註
(
71
)
で
示
し
た
よ
う
に
、
訂
正
補
筆
が
行
わ
れ

て
柳
町
の
み
で
な
く
、
二
十
七
駅
に
適
応
す
る
よ
う
修
正
さ
れ
た
。
こ
の
再

々
出

願
の
最
大

の
意
義
は
、
こ
の
仕
法
が
単
に
柳
町

一
駅
に
関
わ
る
問
題
で
は
な
く
な

り
、
甲
州
道
中
甲
州
各
駅
を
中
心
に
、
甲
州
全
域
の
馬
士
は
も
と
よ
り
、
信
州
中

馬
を
含
む
内
陸
輸
送
の
担
い
手
で
あ
る
馬
継
立
全
体
に
関
わ
る
問
題

へ
と
発
展
し

た
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
当
然
の
措
置
と
し
て
宿
駅
側
は
同
願
書
中
で
、

「近
来
駅
外

二
お
ゐ
て
商
人
荷
物
請
継
荷
主
并
宰
領
之
止
宿
引
請
本
宿
同
様
之
所

マ
マ行

致
候
向
も
有
之
左
候
而
ハ
出
稼
馬
士
江
目
印
札
取
締
主
法
相
立
候
間
駅
外
場
所

　
あ
　

二
而
本
宿

二
紛
敷
所
業
不
致
様
右
之
趣
甲
斐
全
国
御
触
被
成
下
置
度
」
と
、
本
宿

以
外
で
の
商
人
荷
物
請
継
取
締
り
を
訴
え
た
。
そ
し
て
、
各
宿
駅
で
の
目
印
札
に

よ
る
馬
士
取
締
り
の
徹
底
を
は
か

っ
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
平
右
衛
門
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
諸
商
人
荷
物
継
立
に
お
け
る
統
制
支

配
的
な
立
場
の
強
化
は
、

一
日
も
早
く
仕
法
が
許
可
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

容
易
に
は
許
可
に
は
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
平
右
衛
門
は
、
上
組
家
持
総
代

幸
三
郎
と
駅
年
寄
兼
名
主
宗
三
郎
と
連
名
で
八
月
十
七
日
、
仕
法
の
審
議
促
進
を

　を

願
出
た
。

こ
の
仕
法

の
許
可
が
滞

っ
て
い
る
理
由
と
し
て

「在
方
役
人
其
村
馬
士
名
前
寸

紙
に
認
宿
方

へ
差
出
シ
置
間
違
等
出
来
候
節
拘
り
合
等

二
成
候
而
ハ
迷
惑
之
趣
申

居
候
由
粗
風
聞
二
而
承
り
候
」
と
述
べ
、
そ
う
し
た
迷
惑
を
村
役
人
に
掛
け
な
い

と
し
、
「当
分
駅
逓
御
規
則
馬
継
御
廃
止
被
仰
出
候
間
尚
更
目
印
札
主
法
取
行
度

心
底
二
御
座
候
」
と
必
要
性
を
力
説
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
駅
逓
改
正
に
対
応
し

て
新
し
い
馬
継
立

の
組
織
化
を
説
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

甲
州
道
中
甲
府
柳
町
に
あ

っ
て
、
売
荷
請
継
取
扱
人
を
自
称
す
る
平
右
衛
門
は
、

同
年
九
月
十
六
日
に
は
売
荷
継
立
問
屋
名
目
の
許
可
を
求
め
て
願
書
を
提
出
し
て

(to)
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い
る
。
こ
れ
に
は
柳
町

一
～
四
丁
目
ま

で
の
家
持
惣
代
四
名
が
連
印
添
書
を
し
て

そ
の
許
可
を
求
め
て
い
る
か
ら
、
平
右
衛
門
の
柳
町
駅
内
で
の
確
固
た
る
地
位
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
平
右
衛
門
に
対
し
、
役
所
か
ら
売
荷
継
立
問
屋

名
目
の
必
要
性
に

つ
い
て
問
合
せ
た
の
に
答
え
、
返
答
書
を
差
出
し
て
い
る
。
そ

こ
で
平
右
衛
門
は

「駅
逓
御
規
則
馬
継
御
廃
止
被
仰
出
候
間
当
駅
之
儀
他
宿
之
馬

士
及
近
在
駄
賃
稼
之
も
の
引
当

二
売
荷
運
送
致
候
儀
二
付
諸
道
之
馬
士
手
元

へ
相

纏
ひ
候
様
仕
度
」
問
屋
名
目
を
願
出
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
問
屋
名
目

が
許
可
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
駅
法
が
守

ら
れ
る
よ
う
に

「駅
外
町
々
二
お
ゐ
て
売

荷
請
等
致
し
荷
主
井
宰
領
之
止
宿
引
請
本
宿
同
様
之
所
業
不
相
成
様
市
中
江
御
布

告
被
成
下
度
」
と
五
年
二
十
九
日
出
願

の
際
の
主
張
を
再
度
訴
え
た
。

こ
の
結
果
、
役
所
か
ら
は
町
年
寄
宛

に
売
荷
物
請
継
の
柳
町
以
外
禁
止
が
命
じ

　　

ら
れ
、
片
羽
町
中
馬
宿
布
能
伊
兵
衛
等
か
ら

「荷
物
継
立
取
扱
仕
間
敷
候
」
と
請

　ゑ

證
書
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
平
右
衛
門
等
の
意
図
し
た
継
立
を
集
中
掌
握

す
る
と
い
う

一
つ
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
稼
馬
士
仕
法
書
の
許
可
は

　　
　

容
易
に
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
売
荷
物

公
用
荷
物

で
な
い

一
般
の
商
品
と
し
て
の
諸
荷
物
継

立
輸
送
に
あ

っ
て
、
請
継
を
行
う
問
屋
側
か
ら
直
接
輸
送
労
働
に
あ
た
る
馬
士
を

統
制
組
織
化
を
進
め
る
と
い
う
方
向

で
稼
馬
士
仕
法
は
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
他
方
請
継
を
行
う
問
屋
側

の
連
帯
組
織
化
も
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

そ
れ
は
先
の
稼
馬
士
仕
法
の
場
合
の
よ
う
に
、
東
は
上
野
原
宿
か
ら
西
は
教
来
石

宿
に
い
た
る
甲
州
全
域
に
わ
た
る
も
の

で
は
な
く
、
東
は
駒
飼
宿
か
ら
西
は
教
来

石
宿
に
い
た
る
各
宿
と
、
佐
久
往
還
中
条

・
若
神
子

・
長
沢
宿
等
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
三
年
閏
十
月
中
旬
に
は
じ
ま
り

「素
々
売
荷
ハ
(賃
銭
)

　
お
　

定
兼
候
得
共
大
概
ハ
平
日
定
メ
を
致
し
置
候

ハ
ね
は
不
相
成
趣
御
達
」
と
い
う
文

言
か
ら
、
甲
府
県
等

の
指
導
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ

ヨ
　

ま
　

の
結
果
、
「商
人
荷
物
駄
賃
銭
書
上
帳
」
と
同
時
に

「売
荷
物
請
継
仕
法
書
」
も

作
ら
れ
て
役
所

へ
届
出

て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
請
継
を
行
う
問
屋
側
の
連
帯

組
織
化
の
動
き
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

売
荷
物
請
継
仕
法
書

教台韮柳
来 ケ崎町
石原
宿宿宿駅

一
荷
物
請
拂
之
儀
者
出
入
共
帳
面
江
書
加
候
者
勿
論
其
外
請
取
書
之
儀
ハ
端
紙
二
而

者
取
落
紛
失
も
可
有
之
候
間
通
帳
二
仕
立
右
帳
面
へ
継
立
候
宿
方
に
而

何
月
何
日

何
荷
物

何
駄

但
何
箇
并
馬
士
村
処
相
記
シ

其
馬
士
二
持
参
為
致
可
申
事

請
取
候
宿
方
二
而
者
荷
物
相
改
候
上
右
通
帳
江

右
之
通
慥
二
請
取
候
趣
者
勿
論
請
取
方
名
前
相
印
割
印
可
致
事

一
荷
物
目
方
之
儀
者
本
馬
壱
駄
四
拾
〆
目
を
限
り
其
余
過
貫
目
之
分
者
賃
銭
其
外

分
合
二
応
し
請
取
可
申
事

一
荷
物
着
毎
二
入
帳
二
相
記
シ
右
順
を
以
継
拂
申
可
事

但
宰
領
付
添
候
急
荷
物
者
右
二
不
拘
宰
領
之
着
順
を
以
継
立
申
可
事

一
諸
荷
物
庭
着
之
節
送
り
状
表
二
引
合
せ
入
念
相
改
貫
目
相
減
し
候
歟
又
者
濡
い

た
み
乱
荷
二
相
成
万
一
疑
ケ
敷
荷
物
附
参
り
候
節
ハ
其
馬
士
立
合
切
ほ
ど
き
全

抜
ケ
品
有
之
候
ハ
丶
其
も
の
不
念
二
付
相
当
之
弁
金
為
差
出
荷
主
へ
相
渡
し
可

成
丈
ケ
損
銀
相
掛
不
申
様
実
意
二
取
計
申
可
事

一
出
荷
之
節
送
り
状
相
添
可
者
勿
論
付
而
者
貫
目
不
足
或
者
乱
荷
之
侭
差
送
り
候
而

ハ
其
馬
士
迷
惑
請
候
間
無
失
念
改
札
相
附
申
可
事

一
馬
士
之
内
不
宜
所
業
有
之
候
ハ
丶
篤
与
調
之
上
隣
宿
申
合
其
御
筋
江
御
伺
之
上

荷
物
附
さ
せ
申
間
敷
ハ
勿
論
之
事

一
賃
銭
蔵
敷
其
外
巨
細
書
記
し
帳
出
し
置
申
可
申
事

駄
賃
勘
定
帳
雛
形

一
本
馬
何
駄
何
分
何
厘
何
毛

荷
主
歟

宰
領
歟

何
国
何
郡
何
村

誰

此
賃
銭
何
拾
何
〆
何
百
文

ニ

 但

壱
駄

付
何
〆
何
百
目

11
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此
訳

何
百
文

馬
士
渡
し

何

文

蔵
敷

何

文

帳
付

何

文

馬
差

何

文

筆
墨
紙

外

二
敷
為
替
井
駄
賃
立
替
利
足
何
百
文

右
者
何
宿
よ
り
何
宿

へ
継
立

何
月
何
日

一
諸
荷
物
常

二
大
切
二
取
扱
継
立
残

り

二
相
成
候
分
者
暫
時

二
而
も
必
土
蔵

へ
積

入
置
可
申
候
其
上
非
常
之
節
土
蔵
共
焼
失

二
及
候
義
出
来
候

ハ
丶
荷
主
6
勘
弁

請
申
可
事

附
盗
難
有
之
候
節
者
早
速
其
御
筋
江
御
訴
申
上
弥
穿
鑿
行
届
不
申
候
ハ
丶
荷
主
へ

弁
金
可
差
出
筈
二
候
得
共
聊
宛
之
蔵
敷
請
取
候
而
償
金
差
出
し
候
ハ
難
渋
之
義

に
付
幾
重
二
も
荷
主
方
6
勘
弁
請
可
申
事

こ
の
売
荷
物
請
継
仕
法
書
は

「駅
法
御
改
正
二
付
今
般
商
人
荷
物
請
継
取
扱
方

マ
マ

書
面
之
通
窮
候
処
相
違
無
之
」
と
添
書
さ
れ
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
こ

の
内
容
を
み
る
と
、
従
来
行
わ
れ
て
い
た
請
継
方
法
に
つ
い
て
成
文
化
し
た
も
の

と
い
う
性
格
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
請
継
と
い
う
輸
送
業
務
の
遂
行
上
問
屋
に
と

っ
て
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
馬
士
と
の
関
係
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
そ

の
意
昧
で
は
先
の
稼
馬
士
仕
法
と
も
相
関
関
係
に
あ
り
、
稼
馬
士
仕
法
ほ
ど
積
極

的
統
制
組
織
化
を
果
す
こ
と
は
不
可
能
と
し
て
も
、
あ
る
程
度
そ
の
目
的
を
は
た

し
た
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
甲
州
道
中
甲
府
柳
町
駅
で
は
、
政
府
が
四
年
七
月
二

十
七
日
太
政
官
布
告
第
三
百
八
十

一
号

で
相
対
継
立
仕
法
を
達
す
る
中
で

「相
対

継
立
ノ
事

二
付
伝
馬
所
ト
不
致
混
淆
様
相
心
得
夫
々
及
説
諭
諸
荷
物
取
扱
等
篤
ト

勘
弁
致
サ
セ
請
負
人
名
前
取
調
早
々
可
伺
出
事
」
と
命
じ
た
趣
旨
を
先
取
り
し
て
、

伝
馬
所

・
問
屋
場
と
は
別
に
売
荷
取
扱
請
継
の
た
め
高
橋
平
右
衛
門
に
そ
れ
を

一

任
し
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
公
用
継
立
は
問
屋
場

・
伝
馬
所

で
行
い
、

一
般
諸

荷
物
継
立
は
別
に
行
う
宿
駅
内
で
の
分
業
体
制
が
作
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
甲
州

道
中
が
中
馬
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
特
に
幕
末
以
後
外
国
貿
易
の
影
響
を　　

　

う
け
「御
開
港
以
来
諸
品
之
相
場
朝
夕

三
咼
下
有
之
損
益
二
か
か
わ
り
運
送
差
急
」

ぐ
と
い
う
活
況
の
中
で
生
み
だ
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
、

一
般

諸
荷
物
継
立
に
は
公
用
継
立
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
な
発
展

・
組
織
化
を
必
要
と

し
て
い
た
と
い
え
る
。
し
た
が

っ
て
稼
馬
士
仕
法
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
平
右
衛
門

を
中
心
と
す
る
問
屋
側
か
ら
の
動
き
は
、
政
府
に
よ
る
相
対
継
立
会
社
設
立
の
方

向
を
先
取
り
す
る
よ
う
な
形
で
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な

っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
先
述
の
よ
う
に
駅
逓
再
改
正
に
お
け
る
馬
継
廃
止
の
行
わ
れ
る
以

前
に
馬
士
仕
法
の
必
要
を
指
摘
し
、
馬
継
が
廃
止
さ
れ
る
と
そ
の
た
め
に
こ
そ
稼

馬
士
仕
法
が
必
要

で
あ
る
と
説
い
た
点
や
、
仕
法
書

に
み
る
鑑
札
が
後
の
各
駅
陸

運
会
社
の
も
の
に
類
似
す
る
な
ど
の
点
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
経
過
の
中
か
ら
や
が
て
五
年
六
月
山
梨
県
下
で
は
甲
州
道
中
柳
町
駅

　　
　

を
は
じ
め
、
各
駅
陸
運
会
社
設
立
が
は
じ
ま
る
。
柳
町
駅

で
は
こ
れ
と
平
行
し
て

　お
　

高
橋
平
右
衛
門
に
よ
り
中
馬
会
社
設
立
が
同
じ
六
月
出
願
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

柳
町
駅
に
陸
運
会
社
と
中
馬
会
社
と
い
う
二
系
統
の
運
輸
会
社
の
創
業
を
み
る
の

は
、
い
う
ま
で
も
な
く
問
屋

・
伝
馬
所
に
よ
る
公
用
継
立
と
、
諸
荷
物
継
立
の
た

め
の
取
扱
所
と
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
甲
斐
国
中

馬
会
社
の
発
展
は
、
す
で
に
稼
馬
士
仕
法
書
に
甲
州
道
中
各
駅
の
連
印
を
得
た
平

右
衛
門
の
組
織
力
と
無
関
係
で
は
な
く
、
甲
斐
国
中
馬
会
社
の
性
格
が
、
「中
馬

稼
は
会
社
の
雇
に
過
ぎ
な
く
、
陸
運
会
社
と
並
列
す
る
運
送
会
社
に
過
ぎ
な
い
」

　
　
ソ

と
い
う
指
摘
も
ま
た
出
稼
馬
士
仕
法
を
作

っ
た
時
以
来
の
発
展
経
緯
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
甲
州
道
中
柳
町
駅
の
場
合
も

一
般
諸
荷
物
継
立
を
中
心
と
す
る
馬

ハぜ

継
立
を
軸
と
し
て
、
そ
の
発
展
の
中
に
相
対
継
立
会
社
を
設
立
し
宿

・
助
郷
制
度

の
廃
止
を
可
能
に
す
る
た
め
の
条
件
が
す
で
に
熟
成
し
つ
つ
あ

っ
た
と
い
え
る
。

註
(
1
)藤
枝
宿
に

つ
い
て
は
三
年
二
月
の
人
馬
遣
高
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、

一
月
の
五

八

一
四
人

・
一
六
七
五
疋
か
ら
さ
ら
に
減
少
し
、
二
月
は
四
九
二
四
・五
人

・
一
〇
七
三

疋
と
な

っ
て
い
る
。

(
2
)
山
本
弘
文

「維
新
期

の
街
道
と
輸
送
」
四
〇
頁
。
新
遣
高
は
最
大
の
場
合
で
も
旧
遣
高

に

12)
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比
較
し
て

「馬
数

で
二
五
匹
、
人
数
で
五
〇
人

の
減
少
」
と
さ
れ
て
い
る
。

(
3
)第
三
百
九
十
七
号

「宿
駅
助
郷
ヲ
改
正
シ
日
〆
帳
諸
入
費
書
付
等
ヲ
進
致
セ
シ
ム
」
(「
法

令
全
書
」
明
治
二
年
)。

(
4
)
「
駅
逓
志
稿
抄
録
」

二
年
四
月
(日
欠
)
(「法
規
分
類
大
全
し
運
輸
門
駅
逓
)。

(
5
)第
五
百

二
十
二
号

「
社
寺
ノ
向
旅
行

ノ
節
定
賃
銭
人
馬
継
立
ヲ
廃
シ
御
用
旅
行

ニ
ハ
管
庁

ノ
印
ヲ
受
シ
ム
」
(右
同
)。

(
6
)第
九
百
二
十
八
号

「諸
藩
蔵
物

ハ
今
後
相
対
雇
賃
銭
ヲ
以
テ
逓
送
セ
シ
ム
」

(右
同
)。

(
7
)藤
枝
宿

「人
馬
賄
金
諸

入
用
取
調
帳
」

(山
梨
県
立
図
書
館
所
蔵
太
田
家
文
書

〇
九
六
・八-

四
三
)
。

(
8
)山
梨
県
立
図
書
館
所
蔵

甲
州
文
庫

甲
〇九
　二
二
⊥

三
ハ。

(
9
)有
泉
貞
夫

「幕
末
甲
府
生
糸
商
の
存
在
形
態
」
(
「甲
斐
史
学
し
特
集
号
)
二
二
四
頁
ー
二
二

七
頁
。

(10
)安
藤
正
人

「
甲
州
道
中
に
お
け
る
商
品
流
通
の
展
開
と
運
輸
機
構
」

(史
料
館
研
究
紀
要

第
一〇
号
)
四
頁
～
九
頁
。

(11
)伊
藤
好

一

「甲
武
鉄
道
開
通
前
に
お
け
る
東
京

・多
摩
地
方
の
商
品
流
通
」

(歴
史
地
理
学

会
報

第
九
四号
)
一
二
頁
。

(
12
)
田
上

繁

「維
新
期

に
お
け
る
商
品
運
輸
形
態

の
変
質
過
程
」

(神
奈
川
大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科

「研
究
論
集
」
第

一号
)六
〇
頁
～
六
三
頁
。

(
13
)柳
町
宿
脇
本
陣
佐
渡
屋
古
屋

(古
谷
)
幸
三
郎

で
あ
る
。
高
橋
平
右
衛
門

「諸
願
書
綴
し

(山
梨
県
立
図
書
館
蔵

甲
州
文
庫

甲
〇九
六
人
i
八
七
)
中
の
安
政
二
年
十
二
月
付
願
書
に

よ
る
と
「従
往
古
御
府
内
江
諸
国
6
附
込
諸
荷
物
他
国
江
附
送
り
候
節
者
柳
町
駅
江
附
出

し
銭
差
出
従
往
古
諸
荷
物
中
継
宿
仕
」
と
あ
り
、
片
羽
町
布
能
伊
兵
衛
と
諸
荷
物
中
継
継

続
を
出
願

し
て
い
る
。

(
14
)甲
府
県

(明
治

二
年
七
月
ー
同
四
年
十

一
月
)
を
さ
す
。

(
15
)高
橋
平
右
衛
門

「諸
願
書
綴
」

(山
梨
県
立
図
書
館
蔵

甲
州
文
庫

甲
〇九
六
・八-
八
七
)所

収

「乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
明
治
二
巳
年
十

一
月
。

(
16
)
(
17
)
(
15
)
に
同
じ
。
「乍
恐
以
書
付
御
訴
奉
申
上
候
」
明
治
二
巳
年
十
月
二
十
五
日
。

(
18
)高
橋
平
右
衛
門

「御
用
留
日
記
」
明
治
二
年
二
月

(山
梨
県
立
図
書
館
所
蔵

甲
州
文
庫

甲
〇九
三
⊥
ー
三
六ー

一)
柳
町
か
ら
駒
飼
宿
ま

で
町
内
抱
馬
士
仕
立
賃
銭

一
駄
馬
士
手
取
六
〆

文
で
あ
る
が
帰

り
馬
士
の
場
合
は

一
駄
二
〆
文
安
値
。

(
19
)
「諸
国
道
中
商
人
鑑
し

(文
政
十
年
江
戸
花
屋
久
次
郎
)
に
よ
れ
ば
、
甲
府
柳
町
四
丁
目
に

あ
り
、
荒
物
問
屋
和
泉
屋
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
平
右
衛
門
が
通
り
名
で
荒
物
問

屋
と
し
て
仲
間
惣
代
と
し
て
も
散
見
す
る
。

(
20
)
(
15
)
に
同
じ
。
「乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
明
治
三
年
二
月
。

(
21
)
(
拓
)
に
同
じ
。
「仕
法
書
」
明
治
三
年
二
月
伝
馬
町
出
稼
馬
鞍
判
に

つ
い
て
は
享
保
十
四

巳
年
三
月

(「
御
触
書
寛
保
集
成
」
四
十
五

二
六
五
三
)。

(
22
)
(
20
)
に
同
じ
。

(
23
)
傍
線
部
分
は
五
月
二
十
九
日
再
々
出
願

の
際
変
更
。
①
②
③

の
部
分
及
び
④
の
全
条
は
削

除
、
⑤

の
部
分
挿
入
、
⑥

の
部
分
は
次
の
よ
う
に
変
更

「馬
士
6
出
稼
之
宿
方
江
も
早
々

断
り
候
様

可
申
付
事
」
。
ま
た
目
印
札

で
は
焼
印
は
何
々
駅
改
と
変
更
し
、
裏
の
柳
町
駅

は
何
駅
に
変
更
。
荷
鞍
割
印
は
用

い
ず
焼
印

で
兼
用
。
印
鑑
も
焼
印
の
み
と
し
て
荷
鞍
印

を
捺
さ
ず
、
裏

の
甲
府
柳
町
駅
は
甲
州
道
中
何
々
駅
と
変
更
。
こ
れ
ら
の
二
十
七
駅
に
共

通
の
仕
法
書
と
な

っ
た
た
め
で
あ
る
。
.

(
24
)
(
20
)
に
同
じ
。

(
25
)
高
橋

平
右
衛
門

「公
事
録
」

明
治
三
午
年

(
山
梨
県
立
図
書
館
蔵

甲
州
文
庫

甲

〇
九
三
よ
1
三五
)
所
収

「乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
明
治
三
午
年
八
月
十
七
日
。

(
26
)
(
25
)
に
同
じ
。
「乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
(明
治

三
年
五
月
二
十
九
日
)。

(
27
)
(
25
)
に
同
じ
。

(
28
)
(
25
)
に
同
じ
。
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
明
治
三
年
九
月
(
十
六
日
)。

(
29
)
(
25
V
に
同
じ
。
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
明
治
三
年
九
月
二
十

一
日
。

(
30
)右

に
同
じ
。
添
付
さ
れ
て
い
る
町
年
寄
宛
庚
午
十
月
二
十
八
日
。

(
32
)許
可
の
有
無

に
つ
い
て
は
不
明
。
今
後
の
新
史
料
の
調
査
が
必
要
。

(
33
)高
橋
平
右
衛
門

「売
荷
運
送
取
扱
日
記
」
庚
午
冬
閏
十
月

(山
梨
県
立
図
書
館
蔵

甲
州

文
庫

甲
〇
九
六
・八-
三
〇
〇
)
。

(
34
)
(
35
)
(
25
)
に
同
じ
。
「
売
荷
物
請
継
仕
法
書
」
明
治
三
年
十

一
月
朔
日
。

(
36
)
(
26
)
に
同
じ
。

(
37
)拙
稿

「山
梨
県
下
に
お
け
る
各
駅
陸
運
会
社
の
設
立
」
立
正
女
子
大
学
短
期
大
学
部

研

究
紀
要

第
十
七
集
参
照
。

(
38
)拙
稿

「甲
斐
国
中
馬
会
社
の
創
業
に
つ
い
て
」
立
正
女
子
大
学
短
期
大
学
部

研
究
紀
要

第
十
八
集
、
「甲
斐
国
中
馬
会
社

の
発
展

に
つ
い
て
」
立
正
女
子
大
学
短
期
大
学
部

研

究
紀
要

第
十
九
集
参
照
。

(
39
)平
沢
清
人

「明
治
元
年

ー
六
年
南
信
地
方

に
お
け
る
伝
馬
所

・
陸
運
会
社

・
中
牛
馬
会
社

と
中
馬
稼
」
(信
濃
第
十

一
巻
第
四
号
)

一
四
頁

(
40
)高
橋
平
右
衛
門

「諸
願
書
綴
」
中
に
明
治
四
年
十
月
二
十
六
日
付
で
柳
町
駅
か
ら
甲
府
県

に
提
出
さ
れ
た
「運
輸
会
社
人
馬
賃
銭
積
願
書
」
が
あ
る
。
時
期
的
に
も
早
く
、
極
め
て
興

味
深
い
。
今
後

の
研
究
が
必
要

で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

本
稿

で
は
、
明
治
三
年
三
月
か
ら
同
五
年
に
い
た
る
定
立
人
足

・
定
助
郷
復
活

を
内
容
と
す
る
駅
逓
再
改
正
か
ら
各
駅
陸
運
会
社
創
業
に
よ
る
宿
駅
制
度
解
体
に

至
る
過
程
を
対
象
に
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
進
め
ら
れ
て
い
っ
た

の
か
考
察
し
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
定
立
人
足

・
定
助
郷
復
活
と
い
っ
た
旧
制
度

へ
の
復
帰
的
側
面
が
目
に
つ
く
反
面
、
馬
継
立
の
相
対
雇
化
に
は
じ
ま
る
相
対
継

立
会
社
設
立
と
宿
駅
制
廃
止
と
い
う
旧
制
度
撤
廃
の

一
面
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
旧
制
撤
廃

へ
の
第

一
歩
と
な

っ
た
馬
継
立
の
相
対
雇
化
-

自
由
化
の
方

向
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
宿
駅
制
内
部
に
熟
成
さ
れ
、
そ
れ
自
体
を
突
き
崩
す

要
因

へ
と
、
急
速
に
成
長
し
て
い
っ
た
。
そ
の
成
長
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
、

一

つ
は
甲
州
道
中
柳
町
駅
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
開
港
以
来
の
内
陸
運
輸
の
活
況
で
あ

り
、
も
う

一
つ
は
東
海
道
静
岡
駅
に
み
た
よ
う
な
幕
末
維
新
期
の
政
治
的
混
乱
に

よ
る
膨
大
な
輸
送
需
要
と
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
陸
運
の
急
増
は
賃
銭
の
高
騰

13)
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を
も
た
ら
し
、
宿
駅
制
度
と
と
も
に
旧
幕
時
代
以
来
維
持
さ
れ
て
き
た
賃
銭
体
系

を
根
底
か
ら
崩
壊
さ
せ
、
新
た
な
賃
銭
体
系
に
よ
ら
な
く
て
は
、
輸
送
を
確
保
で

き
な
い
状
態
を
現
出
さ
せ
た
。
そ
の
点
馬
背
輸
送
は
人
担
に
比
し
て
四
ー
六
倍
も

の
輸
送
能
力
が
あ

っ
た
か
ら
、
そ
の
状
況
に
早
く
か
ら
達
し
た
と
い
え
る
。

幕
末
以
来
急
増
し
た
輸
送
需
要
も
公
用
継
立
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
政
治
的

・
社

会
的
混
乱
が
静
ま
る
に
つ
れ
減
少
に
転

じ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
政
府
に
よ
る
公
用

継
立
抑
制
策
は
、
公
用
継
立
の
相
対
雇
化
と
と
も
に

一
般
諸
荷
物
継
立
の
増
加
を

も
た
ら
し
、
宿
駅
内
で
の
継
立
の
質
的
変
化
を
生
ん
で
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
宿
駅

内
で
の
継
立
は
、
公
用
継
立
か
ら

一
般
諸
荷
物
継
立

へ
と
比
重
が
移
り
、
馬
背
に

よ
る
馬
継
立
が
大
き
な
役
割
を
負
う
よ
う
に
な
る
中
で
、
相
対
雇
が
よ
り

一
般
化

し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
宿

駅
制
に
関
す
る
様
々
な
改
革
案
が
輸
議
さ

　
　

　

れ
、
直
接
輸
送
業
務
に
携
わ
る
宿
駅
内
部
に
新
し
い
動
き
が
生
じ
て
来
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

政
府
に
と

っ
て
、
維
新
動
乱
の
終
熄
と
と
も
に
政
治
的

・
軍
事
的
必
要
性
を
失

い
、
永
年
の
疲
弊
か
ら
様
々
な
意
味
で
重
荷
と
な

っ
て
い
る
宿
駅
制
度
を
廃
止
し
、

相
対
継
立
会
社
設
立
を
勧
奨
し
て
そ
れ
に
替
え
る
こ
と
は
、
大
き
な
政
治
課
題

で

あ

っ
た
。
そ
れ
を
果
す
条
件
は
宿
駅
内
部
に
も
熟
成
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
と
い
え
よ

う
。

註

(
1
)
「戊
辰
期
に
お
け
る
軍
事
輸
送
」
(
一九
七
九
・
三

吉
川
弘
文
館

「近
世
日
本
交
通
史
研
究
」
所

収
)二
五六
頁
ー
二
五九
頁
参
照
。

(14)


